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憲法講座のご案内


―参院選挙後の情勢と憲法をめぐる課題―


　　○ ９月１１日（土）　11:00～16:20


　　○ 専修大学７３１教室


　　○ 講　師　 渡辺　治（一橋大教授）氏


　　　 　　　 　森　秀樹（龍谷大教授）氏


　　○ 資料代　1000円（学生500円）


　　参加申し込みは憲法会議へ





「定数削減問題は、直近のテーマとして他党とも協力していきたい」と応えました。


　また、参加した国会議員が一言決意を述べ、各団体代表が発言。憲法会議を代表して自治労連の山口祐二副委員長が、消費税増税のための公務員削減、比例定数削減は断じて許されないと強調、たたかう決意を表明しました。





五・三憲法集会実行委員会は七月三〇日、「憲法を生かそう！七・三〇院内集会」を開催、一三〇人が参加しました。政党を代表して日本共産党の市田忠義書記局長が「定数削減は、議員を減らすのではなく、民意を削るもの」と指摘、阻止をめざし院内共闘に全力をあげたいと決意表明。社民党の福島瑞穂党首も





　民意を切り捨て、消費税大増税と改憲に道を開く比例定数削減の動きが一気に強まっています。


　菅首相は７月３０日の記者会見で衆参両院の定数削減方針を表明。２日の予算委員会で「年内実行できるテンポで議論を」と踏み込みました。定数削減は消費税増税の口実に国会が「身を切る」象徴として用意されたもので、２大政党以外の政党の議席獲得の可能性を奪い、民主党の１党独裁を生み出しかねないものです。多様な民意の切捨てにつながる暴挙は断じて許せません。


　一方、「真性ねじれ」国会のもとで、消費税増税と改憲を狙った大連立への危険も広がっています。毎日新聞の参議院選挙「当選者アンケート」でも「９条改憲賛成」が４８％を占め、０７年の２５％、０９年の３４％から急増しています。定数削減は、共産党、社民党をはじめ少なくない政党が反対するなど阻止の動きも広がっています。たたかいを急速に強めることが求められています。
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